
あさだ和宏を育てる会　　日帰り・親睦バス旅行のご案内

４月７日（土）に、福島県いわき市へ、復興ボランティアに行ってきました。震災発生から一年が経過しましたが、まだ復興には時間が掛かると感じました。
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八潮市議会議員　あさだ和宏（44歳）無所属（刷新の会）
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継続こそ・力なり!!
子育て世代の声を市政へ!!

地方政治改革ネット 会員
青年地方議員の会 会員

所　属　団　体

１９６８年　３月２８日

八潮市に生まれる（現在44歳）

市立大瀬小（八小）大原中（二中）を卒業

私立成立学園（商業科）を卒業
専修大学　法学部法律学科卒業
（2012年）

０１年　（社）八潮青年会議所理事長
（青年会議所の事業を通して、
政治のあり方・教育問題に関心を持つ）

０１年　９月市議選に立候補
（最年少候補（当時）３３歳）
１２２９票１２位当選
０５年　９月　
2度目の市議選に立候補（３７歳）
１４１５票９位当選
０9年　９月　
3度目の市議選に立候補（41歳）
１733票3位当選

現在、3期目（刷新の会）

プロフィール

未来の八潮・子どものために…

ホームページ
あさだ和宏 検索

　　　　　　　　　収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出
①給与（市税） ２７２．５万円 ①食費（人件費） １０８万円
②実家からの援助（国・県からの補助） １３６万円 ②医療費（扶助費） １１０万円
③雑収入（諸収入） ３２．５万円 ③衣料代・水光熱費（物件費） ７７万円
④銀行からの借入（市債） ３８万円 ④借金の返済（公債費） ５９．５万円
⑤家賃収入（分担金・負担金等） ８．５万円 ⑤家のリフォーム代（普通建設事業費） ５６万円
⑥前月の余剰金（繰越金） ８．５万円 ⑥子どもへの仕送り（繰出金） ４６万円
⑦預金取り崩し（繰入金） ４万円 ⑦自治会等の会費（補助金等） ４０．５万円
   ⑧その他（維持修繕費・予備費） ３万円
　　合計 ５００万円 　　合計 ５００万円
※一般家庭とは会計の仕組みが異なりますので、単純比較は出来ません。参考としてご覧下さい。

あさだ和宏を育てる会　　日帰り・親睦バス旅行のご案内

平成２４年度　八潮市一般会計予算 ２６１億円
（八潮市政・過去最大規模）が可決！

日　　　時　６月　１０日（日曜日）　
行　き　先　潮来あやめ祭り見学と銚子市内観光（銚子電鉄・乗車含む）
参　加　費　大人　５，９００円　　子供　　３，９００円（昼食付）
募　集　定　員　１８０名（観光バス４台）※定員になり次第、締切りとなります。
申　込　み　先　あさだ商店、または役員までご連絡下さい。　またはＦＡＸ　９９６－４３６１
問い合わせ　朝田《議員》（携帯）０９０－３４０２－６３８８※非通知では繋がりません。

平成２４年度、八潮市一般会計予算（２６１億円）を「ハッピーこまちゃん家」
（1年間の生活費500万円）に例えると・・・

歳入
261億円

歳出
261億円

民生費　36.5％
95億3,887万円

市税　54.5％
142億 2,502万1千円

国庫支出金　16.9％
44 億 1,073 万9千円

市債　7.6％
19 億 7,170 万円

諸収入　6.5％
16 億 9,437 万 5千円

県支出金　4.4％
11 億 3,922 万 2千円

地方消費税交付金　3.3％
8 億 5,000 万円

繰越金　1.7％
4 億 5,000 万円

地方交付税　1.3％
3 億 4,500 万円

分担金及び負担金
1.0％

2 億 5,766 万円 その他　2.8％
7 億 5,628 万 3千円

土木費　19.6％
51 億2,162 万 8千円

公債費　11.9％
31 億 134 万 1千円

総務費　8.9％
23億 3,066 万 5千円

教育費　7.9％
20億 6,339 万 2千円

衛生費　7.9％
20 億 5,710 万 9千円

消防費　3.8％
9 億 8、821 万 8千円

商工費　1.5％
3 億 8,524 万 7千円

議会費　1.1％
2 億 7,822 万円

その他　0.9％
2 億 3,531 万円

ハッピーこまちゃん家の家計簿



し
、今
後
も
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
期
待
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
は
、教
員

の
育
成
等
、専
門
性
に
関
し
て
課
題
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、専
門
性
の
向
上
の
た
め
に
、個
々
の
教

員
の
専
門
性
の
確
保
と
、専
門
家
の
活
用
や
、福

祉
、医
療
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
も

重
要
で
あ
り
、そ
の
点
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討

す
る
よ
う
に
提
案
し
ま
し
た
。

駅
前
出
張
所
に
お
い
て
の
図
書
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

　

現
在
、八
潮
駅
前
市
役
所
出
張
所
に
お
い
て
、

事
前
に
予
約
し
て
あ
っ
た
図
書
等
の
貸
出
し
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。利
用
者
の
方
か
ら
出

張
所
の
開
所
時
間
と
併
せ
て
本
の
受
け
取
り
が

出
来
な
い
か
、と
の
声
が
あ
り
ま
す
。図
書
館
が

無
い
地
域
へ
の
配
慮
と
い
う
視
点
で
、図
書
等
の

受
け
取
り
開
始
時
間
を
早
め
る
こ
と
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。。

　

八
潮
市
立
図
書
館
設
置
及
び
管
理
条
例
に
よ

り
、午
前
９
時
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、８
時
30

分
に
は
職
員
が
配
置
に
着
き
、９
時
か
ら
の
サ
ー

ビ
ス
に
備
え
て
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
準
備
を
し
て

い
る
の
で
、サ
ー
ビ
ス
開
始
前
に
来
所
さ
れ
た
方

に
も
受
付
対
応
し
て
い
る
。

再
質
問

　

和
宏
の
考
え
・
意
見

　

先
ず
は
、図
書
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
件
で
す
が
、

昨
年
、担
当
に
事
情
を
話
し
た
時
は
、「
シ
ス
テ

ム
の
関
係
上
難
し
い
」と
の
回
答
で
し
た
。し
か

し
、現
状
は
、予
約
し
て
あ
る
図
書
は
前
日
に
は

出
張
所
へ
届
け
ら
れ
て
お
り
、少
し
工
夫
を
す
れ

ば
可
能
だ
と
感
じ
、質
問
を
し
ま
し
た
。し
か

し
、い
つ
の
間
に
か
実
施
さ
れ
て
い
た
・・・
。

　

ま
あ
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り
ま
す
の
で
、

深
く
追
求
は
し
ま
せ
ん
が
・・・
。と
も
か
く
、

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
納
得
で

す
！

　

し
か
し
、残
念
な
が
ら
、図
書
館
の
Ｈ
Ｐ
等
の

記
載
は「
午
前
９
時
か
ら
」と
明
記
さ
れ
た
ま

ま
。今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
で

し
た
。

※

利
用
者
の
皆
さ
ん
、駅
前
出
張
所
で
の
図
書
等

の
受
け
取
り
は
、午
前
８
時
30
分
か
ら
可
能
で
す
！

　

そ
し
て
、最
後
に
、今
後
、激
化
す
る
沿
線
間

競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
に
も
、一
つ
の
重
要
施
策

と
し
て
、駅
周
辺
に
図
書
館
や
児
童
館
機
能
を

併
設
し
た
、公
共
施
設
の
建
設
・
設
置
を
提
案
し

ま
し
た
。

福
祉
避
難
所
の
設
置
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
、妊
産
婦

等
の
要
援
護
者
に
対
応
す
る
施
設「
福
祉
避
難

所
」が
、本
市
の
場
合
、ま
だ
未
設
置
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
後
、設
置
に
向
け
て
動
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 　

八
潮
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
際
に
は
、

指
定
避
難
所
と
し
て
い
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
福
祉
避
難
所
と
す

る
こ
と
の
検
討
や
、市
内
の
社
会
福
祉
施
設
と
の

連
携
が
必
要
で
あ
り
、今
後
、相
互
の
協
力
体
制

を
構
築
し
、「
福
祉
避
難
所
の
運
営
・
設
置
に
関
す

る
協
定
」の
締
結
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
努
力

し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

厚
生
労
働
省
が
２
０
０
８
年
に
策
定
し
た「
福

祉
避
難
所
設
置
・
運
営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」の
中
で
、「
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス
ト
等
の
作

成
を
し
て
お
く
こ
と
」と
あ
る
が
、こ
の
点
に
つ
い

て
過
去
に
私
も
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
が
、そ

の
後
、ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

担
当
課
で
は
、要
援
護
者
の
把
握
は
し
て
お

り
、今
後
、関
係
す
る
課
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る

段
階
。

　

様
々
な
災
害
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、市
で
は
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、対
象
と
な
る

「
要
援
護
者
」は
ど
の
位
の
数
と
な
る
の
か
、想
定

し
て
い
る
人
数
は
。

　

現
在
、市
内
の
高
齢
者
人
口
は
約
１
６
，０
０

０
人
、そ
の
う
ち
約
１
割
の
方
が
要
援
護
者
と
想

定
し
て
お
り
、１
，５
０
０
人
〜
１
６
０
０
人
程

度
と
推
測
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級
の
充
実
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
の
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正

に
伴
っ
て
、特
別
支
援
教
育
が
制
度
化
さ
れ
、５

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、特
別
支
援
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
、方
向
性

を
、再
度
、確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、本
市
の
特
別
支
援
学
級
担
任
の
中
で
、

特
別
支
援
学
校
教
諭
等
免
許
状
を
取
得
し
て
い

る
方
は
何
人
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

 　

現
在
、市
内
で
特
別
支
援
学
級
を
担
任
し
て
い

る
教
員（
22
名
）の
う
ち
、免
許
状
等
取
得
者
は
６

名
。

再
質
問

　

免
許
所
持
者
の
特
別
支
援
学
級
等
の
担
任
経

験
年
数
は
。

　

１
年
〜
２
年（
１
人
）　

３
年
〜
５
年（
１
人
）

６
年
以
上（
４
人
）

　

現
在
の
研
修
と
は
別
に
、中
期
的
・
長
期
的
な

研
修
、系
統
性
の
あ
る
研
修
体
制
を
充
実
さ
せ
る

考
え
は

　

今
後
も
研
修
体
制
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き

た
い
。

　

学
校
長
を
含
む
、管
理
職
側
の
特
別
支
援
教
育

に
対
し
て
の
共
通
認
識
・
理
解
も
重
要
で
あ
り
、

そ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

現
在
も
、管
理
職
を
対
象
と
し
た
研
修
も
実
施

し
て
い
る
が
、今
後
も
充
実
す
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
。

　
「
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
い
て
」特
別
支
援
学
級

未
設
置
の
学
校
に
つ
い
て
今
後
の
考
え
方
は

　

全
校
に
設
置
を
す
る
に
は
様
々
な
課
題
が
あ

る
が
、全
て
の
学
校
に
設
置
が
出
来
る
よ
う
に
、条

件
や
課
題
を
整
理
し
、今
後
も
協
議
を
続
け
る
。

　

和
宏
の
考
え
・
意
見　
　

　

特
別
支
援
教
育
が
制
度
化
さ
れ
５
年
が
経
過

　小・中・高校と、約１０年間続いたＰＴＡ会長職、この春で「卒業」です。現役役員は終わりましたが、これからも地域の学校のために協力をしていきたいと思います。

市
民
後
見
人
の
育
成
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

市
民
後
見
人
が
あ
り
ま
す
。本
市
で
も
、今
後
、本

格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
る
時
代
に
な
る
中
で
、

後
見
の
担
い
手
と
し
て
、市
民
後
見
人
の
育
成
が

必
要
と
考
え
ま
す
。こ
の
件
に
つ
い
て
は（
案
）八

潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
新
規
事
業
と
し

て
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
の
具
体
的
な
進
め

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
は
、先
ず
は
市
民

後
見
人
制
度
を
広
く
市
民
に
周
知
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
い

た
上
で
、市
民
後
見
人
の
養
成
研
修
を
実
施
、研

修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
し
た
方
を
市
民
後
見

人
候
補
者
と
し
て
家
庭
裁
判
所
に
推
薦
す
る
予

定
。今
後
、八
潮
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
。

再
質
問

　

や
し
お
市
民
大
学
と
の
連
携（
具
体
的
に
は
市

民
大
学
の
講
義
の
一
つ
と
し
て
、市
民
後
見
人
の

講
座
を
実
施
し
て
み
て
は
。

　

今
後
、市
民
大
学
を
担
当
し
て
い
る
課
と
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

　

和
宏
の
考
え
・
意
見

　

今
後
、本
市
も
急
速
に
高
齢
社
会
を
迎
え
る

時
代
と
な
り
、今
以
上
に
高
齢
者
の
権
利
擁
護

は
重
要
課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す
。ち
な
み
に

市
民
後
見
人
と
は
、雑
駁
な
説
明
に
な
り
ま
す

が
、親
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル
等
と
い
っ
た
重
大
な
紛

争
で
は
な
く
、身
近
な
生
活
で
、判
断
能
力
が
不

十
分
な
高
齢
者
等
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

（
老
人
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、市
民
後
見
人
の

育
成
は
自
治
体
の「
努
力
義
務
」と
な
っ
て
い
ま

す
）

 

現
在
、市
民
後
見
人
は
全
国
で
も
約
２
０
０
人

程
度
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
制
度
で
す
。今
後
、

本
市
で
も
具
体
的
に
後
見
人
の
養
成
を
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
際
に

は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

QQ

QQQ

Q
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一
般
質
問

A
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A
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A◎
毎
日
、更
新
！「
和
宏
の
ひ
と
り
ご
と
」多
い
日
は「
２
０
０
人
以
上
」の
方
が
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
だ
見
た
こ
と
が
無
い
方「
あ
さ
だ
和
宏
」で
検
索
を
お
願
い
し
ま
す
。



　

和
宏
の
考
え
・
意
見

　

福
祉
避
難
所
の
設
置
は
、県
内
で
も
約
半
数

の
市
町
村
で「
未
設
置
」と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

福
祉
避
難
所
の
設
置
は
、１
９
９
５
年
に
発

生
し
た「
阪
神
淡
路
大
震
災
」で
、高
齢
者
や
障

が
い
者
等
が
、避
難
所
に
逃
れ
た
後
、十
分
な
ケ

ア
が
受
け
ら
れ
ず
体
調
を
崩
し
て
死
亡
し
た

「
震
災
関
連
死
」が
相
次
い
だ
こ
と
を
教
訓
と
し

て
、整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
も
同
様
な
事

例
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。「
災
害
弱
者
」と

よ
ば
れ
る
人
々
へ
の
対
応
を
、行
政
側
が
率
先
し

て
平
時
の
時
か
ら
十
分
に
対
応
し
、早
急
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

灯
台
下
暗
し
。身
近
で
あ
る
が
故
に
か
え
っ
て

気
が
付
き
に
く
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。近
年
、

モ
ノ
が
作
ら
れ
て
い
く
現
場
を
見
学
す
る
、い
わ

ゆ
る
工
場
見
学
が
ブ
ー
ム
で
あ
る
。議
会
を
傍
聴

す
る
こ
と
は
、工
場
見
学
に
似
て
い
る
と
私
は
考

え
る
。

　

ま
ち
に
新
た
な
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
だ

す
た
め
に
は
、議
員
と
市
職
員
が
意
見
を
交
わ
ら

せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

両
者
が
歯
車
の
よ
う
に
噛
み
合
う
こ
と
で
、ま

ち
は
作
ら
れ
て
い
く
。そ
う
し
た
や
り
取
り
が
行

わ
れ
て
い
る
現
場
が
議
会
で
あ
り
、誰
も
が
見
学

で
き
る
よ
う
に
開
か
れ
て
い
る
。

　

モ
ノ
作
り
の
現
場
に
は
新
製
品
を
作
る
機
械

と
改
良
を
施
す
機
械
が
あ
る
よ
う
に
、議
会
で
は

現
実
の
課
題
だ
け
で
は
な
く
、将
来
の
指
針
も
議

論
さ
れ
て
い
る
。普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
は
、私
た
ち
の
身
近
な

〝
工
場
〞で
、何
回
も
の
議
論
の
果
て
に
作
り
出
さ

れ
た
賜
物
な
の
だ
。

　

市
民
後
見
人
の
育
成
。特
別
支
援
学
級
の
充

実
。福
祉
避
難
所
の
設
置
。今
回
の
一
般
質
問
で
、

八
潮
市
に
新
た
な〝
材
料
〞が
投
入
さ
れ
た
。こ

の
材
料
が
議
論
を
経
て
、ど
の
よ
う
な
形
で
生
ま

れ
て
く
る
の
か
。楽
し
み
で
あ
る
。

専
修
大
学　

法
学
部（
小
林
ゼ
ミ
４
年
）　　
　
　
　

野
澤
研
太

　先日、ある保護者の方との会話で「学力」の話題が出ました。その方曰く「八潮の学力って県の平均より低いんで
しょ・・・」と（悲）
　それは、過去の話です。私は、確実に学力は向上していると感じます。では、それを証明するデータをご紹介します。
（以下の数値（正答率％）は埼玉県が実施している「教育に関する３つの達成目標」のデータを引用）

　上記のように、確実に学力アップしています。今後も、学校、教育委員会と様々な努力をし、更に学力が向上するよう
に取り組んでまいりますが、各ご家庭での、勉強が重要だと考えます。保護者の皆様のご協力お願いします。

　さる２月２５日（土曜日）八潮メセナ集会室において、議会報告会・議員を囲む会を開催しました。忙しい週末にも関
わらず約80名の皆様方に参加して頂きました。
　朝田議員の議会報告は、主に災害に強い自治体施策についての報告でした。東日本大震災で、八潮市では文化ス
ポーツセンターが避難所になりましたが、被災された方の要望があっても行政サイドの対応に時間がかかったという事
です。もし私たちが避難することを考えると不安になりますね。
　来賓として、越谷市議会議員の伊藤議員（議長）と金井議員、同会派の福野議員にご出席頂きました。越谷市と八潮
市の違いはありますが、近隣市として協力して良くしていこう気
持ちが伝わってきました。また、上田埼玉県知事と県会議員の
方々からご祝電を頂きました。御礼を申し上げます。
ご参加された方はいつも熱心に聞き入って下さいました。
ありがとうございました。（浅古）

●どうなっている？八潮市（児童・生徒）の学力！●どうなっている？八潮市（児童・生徒）の学力！

●議会報告会・議員を囲む集いが開催されました。●議会報告会・議員を囲む集いが開催されました。

 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３
国語（八潮市） ８７．４ ９０．７ ９２．５ ９４．６ ９６．８
　　（埼玉県） ８８．４ ９１．１ ９２．７ ９３．８ ９６．９※
算数（八潮市） ８７．４ ９１．９ ９３．２ ９５．５ ９６．９
　　（埼玉県） ９０．６ ９２．５ ９３．６ ９４．６ ９６．６※

 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３
国語（八潮市） ７８．３ ８６．１ ８５．４ ９２．２ ９４．５
　　（埼玉県） ８２．８ ９０．０ ８７．５ ９４．６ ９５．０※
数学（八潮市） ７８．５ ８２．０ ８６．３ ８９．１ ９３．０
　　（埼玉県） ７９．１ ８３．５ ８５．０ ８７．６ ８９．１※

※数値は、東部教育事務所管内の平均点です。 

小
学
校

中
学
校

　ダイエット作戦も続行中！少しずつですが、確実に痩せています（笑）もうすぐ、薄着の季節ですからね！
◎
総
括
質
疑
の
中
で
、「
放
置
自
転
車
の
撤
去・保
管・返
還
に
要
す
る
費
用（
一台
あ
た
り
）は
幾
ら
か
と
い
う
質
疑
を
し
ま
し
た
。答
弁
は
、一台
あ
た
り
の
必
要
経
費
は
約
１
５
，７
８
７
円
と
の
こ
と
。こ
れ
も
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の「
税
金
」で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。



◎日時　　４月　２１日（土曜日）　午後６時３０分～８時３０分頃まで。
◎場所　　八潮メセナ　３階　　会議室

和宏の独り言…
皆さん、こんにちは！
　４月に入り、新年度がスタートしました。皆さんの中にも、進学や就職、会社の異動等、で新しい生活環境となっ
た方も多いと思います。新たな環境の中でのスタートは、人としてさらに大きく成長するチャンスでもあります。皆
さんの更なる飛躍とご活躍を期待申し上げます。
　さて、皆さんも知っている「ユニクロ」　創業者の「柳井　正」氏は、故郷、山口県宇部市で小さな衣料品店を経
営していた時に、下記の言葉を自分の手帳に書き、「何度も何度も読み返した」と記されています。そして、どんな
ことでも明確な「目標」を持つことが大切だと述べています。
Ｂｅ　daring 　(勇気を持って)　　Ｂe 　first　　　(誰よりも先に)　　Ｂe　 different　(人と違ったことをする)
（マクドナルドの創業者「レイ・クロック」氏の言葉です）

　私自身も、この３月、無事に大学を卒業することが出来ました。４年間、仕事と学業の両立は、思っていた以上に
大変な面もありましたが、「何としても４年間で卒業する」という目標を達成するために、頑張ることが出来まし
た。また、多くの皆さんから、「頑張って！」という励ましの言葉が何よりの励みとなったのも事実です。（有難うござ
いました）
　私も、４月から「気分一新」新たなスタートです！
　４年間で培った「知識・経験」を活かして、新たな「目標」に向かって、こ
れからも新たな気持ちで積極的に行動していきたいと思います。
　どうぞ、皆さんも失敗を恐れずに、何か具体的な目標を掲げ、積極的に
行動をしていきましょう！

～新たなスタートと目標～

　平成２４年度一般会計予算の中で、大瀬運動公園駐車場スロープ工事費が計上さ
れました。
　総括質疑で内容を確認すると、大瀬運動公園の駐車場へ入るスロープ（入り口）を
もう一箇所増設するとのこと（予算額６００万円）。説明では、現在ある入り口は狭く、
駐車場の出入りに支障があるそうです。　確かに今の入り口は使い勝手は良いとは言
えませんが、私は増設より先に整備をする箇所があるのでは？と感じました。例えば、
サッカー場・野球場のグランドは凹凸が多く、利用者側から修繕の要望が多いのが実
情です。（所管の委員会でも、服部議員も指摘していました）私のH24年度一般会計に
対する賛成討論でも触れましたが、あえて今、スロープ工事に６００万円を使うので
はなく、公園全体の整備計画を作り、グランドの整備のために使うことの方が先ではな
いかと感じました。運動公園を利用者の皆さん、どう感じますか・・・？
※私はH24年度一般会計について賛成の立場をとりましたが上記の点は納得出来ま
せん。

　私たち会派（刷新の会）では、会派としての「議会報告会」を開催いたします。
　当日は、朝田と福野議員がそれぞれの一般質問に関しての説明と、平成２４年度予算の概要について説明します。
その後、参加者の皆さんと、意見交換会を行います。多くの皆様のご参加をお願いします。

駐車場スロープ工事を実施する前に・・・駐車場スロープ工事を実施する前に・・・ちょっと！
待った！！
ちょっと！
待った！！

●議会報告会のお知らせ●●議会報告会のお知らせ●

現在の入り口

新設される入り口付近

　友人の県議、市議と一緒に（仮称）「ＮＰＯ法人・地方議会制度研修センター」を立ち上げました。詳細については後日、報告します。


